
３ 弘前⼤学⼤学院医学研究科
附属⼦どものこころの発達
研究センター 活動概要

【 弘前⼤学における機能強化 】

【設置の趣旨】
• 平成26年4⽉に設置された本センターの設置の趣旨は、東北地

区の⼦どもに対する⽀援体制の整備や、研究拠点の創⽣を⽬指
して、さまざまな機関と連携しながら、⼦どものこころの問題
に関する医療的⽀援や教育・研究活動を推進することである。
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増え続ける子どもの症例
患者数の増加と症状の多様化；児童精神科認定医は日本で200名程度

主訴(発達段階で異なる)：
不登校（義務教育で10万人）、身体症状（腹痛など）、
やせ、チック、落ち着きがない、暴力、いじめ（担任の
把握25%：学校への不信）、体罰、自殺：危機介入
チームの学校への支援、虐待など

例: 不登校の原因

１：適応障害（神経症、心身症）；新しい環境に不適応を起こし、
腹痛、頭痛、不安、緊張、抑うつ。5月、6月に多い。

２：発達障害（知的障害が目立たない）：友達が少ない。対人接触がにがて。
宿題が嫌でいかないことにしたなど、自分で決めてしまっている。

３：うつ病、統合失調症、思春期妄想症；自分のことを言っている。教室に入れない。

センター設置大学

センター新規設置大学

セ ン タ ー 設 置 済 の ５ 大 学

５大 学で形 成す る連合 大学院

連携

こころの発達神経科学講座（⼤阪校）
こころの相互認知科学講座（⾦沢校）
こころの発達健康科学講座（浜松校）
こころの認知⾏動科学講座（千葉校）
こころの形成発達科学講座（福井校）

小児発達学専攻

支援事業施行大学

福島大学との連携
福島大学の支援事業に本センターの医学
的支援を融合させ，支援事業の相乗効果
を狙う。

5⼤学から7⼤学による「⼦どものこころの発達研究センター」
⼤阪⼤学 ⼤学院連合⼩児発達学研究科
浜松医科⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター
⾦沢⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター
千葉⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター
福井⼤学 ⼦どものこころの発達研究センター

All Japan の研究教育拠点
小児科学

精神科学 認知心理学脳イメージング

分子生物学 教育・社会科学

発達心理学

看護学

東北地⽅への展開が不可⽋、
拠点を！

弘前⼤学⼤学院医学研究科附属
⼦どものこころの発達研究セン

ター
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弘前市

青森県
弘前
大学

大学院保健学研究科 教育学部

大学院医学研究科

東北各県の教育委員会

児童精神医学診療・研究部門：
子どもの児童精神医学的問題に対し，相談・診療を行い，こころの問題の早
期発見・予防・治療及び発達支援を行うとともに研究者等の育成を図る
部門長 中村和彦、准教授 栗林理人 助教 三上珠希

コホート研究部門：
現在進行中の研究を活用し，子どものこころの疾患とそれに影響を及ぼす生
活習慣など発症予測システムを構築。
部門長 中路重之 講師 足立匡基

病態解析・治療開発部門：
子どものこころの病態メカニズムの解析と予防的な方策を開発することで，
児童精神医学的疾患の治療法・予防法の開発を行う。
部門長 上野伸哉 助教 下山修司

弘前大学大学院医学研究科附属子どものこころの発達研究センター

新 設

センター設置済の５大学

こころの地域ネットワーク支援室：
各地方自治体とネットワークを形成し，東北地区におけるこどもの児童精神
医学的問題に遠隔相談・情報集積システムを利用した相談等を行い，こころ
の問題の早期発見・こころの発達支援を行う。
講師 髙橋芳雄 助手 安田小響

弘前⼤学⼦どものこころの発達研究センター
児童精神医学診療・研究部⾨,こころの地域

ネットワーク⽀援室（被災地、東北、道南）

「弘前⼤学⼤学院医学研究科附属
⼦どものこころの発達研究センター」

東北地区は、医療機関の数も少なく、
児童⽣徒の⼼のケアを⾏う医師の確保は難しい

学校精神保健の視点で、保健室の養護教師を
核とした学校、相談室、診療所を基盤とした
精神保健相談、⽀援を⾏う

地域が広く、冬季などは訪問困難
遠隔相談システムを構築する
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【活動報告内容】

1. 就学前⽀援活動
5歳児発達健診を起点とする⽀援

2. 就学後(学校)⽀援活動
弘前市を中⼼とする学校⽀援システムの構築

3. 被災地⽀援、緊急⽀援活動
1) 福島⽀援活動

2) 熊本地震緊急⽀援活動

子どもこころ発達研究センターの取り組み 全体像

就学前 就学後

保育・教育・
療育機関

発達外来

地域の福祉支援機関

発達健診

神経精神
医学講座と

の連携

学校等

地域機関と
の連携

児童生徒全数 質問紙調査

心理教育授業の実施

教員研修、事例検討会の開催

市外： 福島・熊本被災地支援 / 中南連携推進会議 / 子どもみんなPJ

専門機関と
の連携

ペアレント・プログラム

病態解析
治療開発

保育所等巡回サポート事業

その他
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1. 就学前⽀援活動
5歳児発達健診を起点とする⽀援

就
学
前
⽀
援
の
概
念
図
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弘前⼤学 神経精神医学講座・⼦どものこころの発達研究センター

Hirosaki Five‐year‐old children Developmental Health Check‐up Study (HFC Study)

弘前市5歳児発達健診を実施し、発達障害の早期発見に努めるとともに、診断ツールの
開発及び効果的な早期療育の促進、就学支援部門との連携を行い、地域に貢献する。

横断的調査後向きコホート調査 前向きコホート調査

5歳児発達健診

発達障害の社会性や行動、認知的特徴、
運動能力、睡眠特性

Gazefinderによる注視点検査

出生時・健診カルテによる
診断予測因子の検討

発達コホートによる

診断確定及び症状持続性
の検討

データ収集結果：満5歳児（平均月齢63M）、3年間で3804名対象
一次スクリーニング参加者2923名（76.8%）、二次健診参加者440名（67.4%）

*ADOS、ADI‐R、Vineland2*低出生体重児、父親の年齢

早期診断ツールの開発、生物学的指標への貢献 効果的な早期療育の促進・就学支援部門との連携

5歳児発達健診を⾏う背景と⽬的

発達障害児・者の
⼆次的不適応の増加 3歳児健診後の発覚

保護者の⾼い意識と協⼒が得られる時期

発達障害の疑いのある児に対し、早期診断を可能にし、早期⽀援に役⽴てる。
健診施⾏後は、発達障害を医療、教育、福祉分野が連携して⽀援する。
⼤学としての役割 ①現状把握

②疫学的考察
③早期診断ツールの開発
④早期⽀援システムの構築

15



5歳児発達健診の概要①

1次スクリーニングアンケートを配布（3804名）

回収・１次スクリーニング
（2923名）回収率 76.8％

５つのスクリーニングのカットオフ値を超えたものを健診対象
（607名）

健診受診（440名）
参加率 72.5％

アンケート未提出（881名）
※未返却理由 調査済み

⽋席（198名）
※未受診理由 調査済み

※数字は2013-2015年度の総数

⼀次スクリーニングアンケート内容（2016年度版）
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一次スクリーニングフィードバック用紙

子どもの個性・特性・適応能力について保護者に返却

健診における研究参加の同意取得（440名）

計測及び⼩児科診察 健診前アンケートの
回収・解析

知能検査・運動検査・視線検査・発達問診

精神科診察 後⽇精神科にて採⾎

5歳児発達健診の概要②
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5歳児発達健診⼆次健診内容（2016年度版）

二次健診
フィードバック資料

PARS‐TR

CSHQ

M‐ABC2

Conners3

感覚プロファイル

発達外来で経年変化を保護者と共有

18



ASD（⾃閉症スペクトラム障害, AD/HD（注意⽋如多動性障害）
DCD（発達協調性運動障害, ID/BI（知的障害・境界知能）

発達障害の有病率と併存率の推定

2005 2009年に韓国で⾏われたコミュニティ調査との⽐較
55,266⼈（7-12歳）対象の調査でASD（DSM-IV 基準）の有病率は2.64％
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弘前市保育所等巡回サポート事業

保育所等の子どもやその親が集まる施設に巡回等支援を実施し、子どもの行動面

について「気になる」段階から支援を行う。体制の整備や、発達障害児等の福祉の
向上を図ることを目的としている。

・委託元：弘前市（2016年）

・委託先：弘前大学子どものこころの発達研究センター 他 ３事業所

・委託費（総額）：377,610円

＜当センター＞

・担当園：巡回希望園８２園中、８園（33ケース）を担当

・巡回数：施設巡回２４回、保護者相談２件

弘前市委託：保育所等巡回サポート事業

ペアレント・プログラム

発達障害者支援法・児童虐待防止法・障害者差別解消法等において、保護者支援を何ら
かの効果的な枠組みに沿って、地域社会で当たり前に行うことが求められている。

○ペアレント・プログラム
保護者支援に携わる保育士や保健師、福士事業所の職員等が保護者支援のひとつとして

取り入れやすいグループ・プログラムとして開発された。
⇒1クール6回（2～3週間に1回のペースで約3カ月で1クール終了）

＜目指す変化＞
①保護者が子どもの「性格」ではなく、「行動」で考えることができるようになること
②子どもを叱って対応するのではなく、出来たことに注目してほめて対応すること
③保護者が仲間を見つけられること

平成27年度 障害者支援状況等調査研究事業
http://www.rehab.go.jp/ddis/こんなとき、どうする？/家族支援/ペアレントプログラム
/?action=common_download_main&upload_id=2205

保護者支援：ペアレントプログラムの提供
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